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検索システム案について
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○海運へのモーダルシフト推進の取り組みの一つとして、ＲＯＲＯ船・コンテナ船・フェリーに係る航路・ダイヤ・運賃・空き状況等の
情報を集約し、利用運送事業者や荷主企業等が利用出来る情報検索システムを構築する。
○システムの機能や運用等詳細については、海運事業者、利用運送事業者、荷主、行政等から成る「モーダルシフト船の運航情
報等一括情報検索システム構築ワーキンググループ」（以下「WG」という。）を設置し、システムのテスト環境を構築の上、実証実
験を行い、集約する情報、実装する機能、提供範囲等を検討する。

Ｈ２９年度
H29.12第1回WG

実験環境における検討事項の整理
H29.1 第2回WG
H30.2 実証実験
H30.3 第3回WG

実験結果のとりまとめ、評価
次年度への課題整理

Ｈ３１年度以降

•運航情報等一括情報検索シス
テムの運用開始

船会社 運送業界・荷主企業

(例)東京から九州方面の航路の検索

モーダルシフト船の運航情報等一括情報検索システムの構築

・海運事業者、利用運送事業者、荷主等
・国土交通省海事局内航課
・実証実験システム構築受託者（日本ユニシス(株)）

（実証実験等で29年度中に検討）
〇集約する情報（船舶情報、発着港、運航ダイヤ、船種等）
〇検索する項目、表示方法（日付、航路、積荷など）
〇提供者、利用者の範囲
○情報の集約、更新の体制

（30年度に検討）
○システムのハードウェア、ソフトウェア構成
○システムの維持管理
○集約した情報の管理方法

システム構築スケジュール（案）

Ｈ３０年度
・実証実験結果を踏まえた追加整備事項等
の確認
・本システム移行に必要なハード、ソフト構成
の検討
・本システムの構築
・維持管理主体の検討、及び本システムの
運用実務の移行

ワーキンググループメンバー（案）

検討項目（案）
システムのイメージ
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